
介紹

島
本
町
史
編
纂
委
員
会
編

　
『
島
本
町
史
　
史
料
編
』

　
本
巻
は
、
先
に
出
版
さ
れ
た
『
島
本
町
史
本
文

編
』
の
別
巻
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
、
編
年
文

書
・
家
別
文
書
の
二
部
か
ら
成
っ
て
い
る
弔
第
一

部
の
編
年
文
書
は
、
在
地
史
料
で
あ
る
家
別
文
書

以
外
の
山
崎
に
関
す
る
古
記
録
、
古
文
書
を
集
成

し
た
も
の
で
、
そ
の
点
、
内
容
と
し
て
は
〃
編
年

町
外
史
料
”
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
京

都
と
難
波
を
結
ぶ
最
短
距
離
に
位
置
し
、
古
来
よ

り
水
陸
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
由
局
量
に
関
す
る

史
料
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
の
で
、
商
業
交
通
史
や

京
郊
惣
村
（
町
）
の
研
究
に
は
不
可
欠
の
記
事
を

多
く
含
ん
で
い
る
。
中
に
は
『
東
大
寿
文
書
』
や

『
東
寺
百
合
文
書
』
等
の
未
刊
古
文
書
も
収
載
さ

れ
て
い
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
大
部
分
は
従
来
か

ら
公
刊
さ
れ
て
い
た
古
記
録
・
古
文
書
の
再
録
で

あ
る
だ
け
に
、
新
史
料
と
い
っ
た
性
格
の
も
の
は

少
な
い
。

　
そ
の
点
、
第
二
部
は
、
従
来
影
写
本
（
京
大
に

は
三
冊
本
・
五
冊
本
の
二
種
が
あ
る
）
で
し
か
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
『
離
宮
八
幡
宮
文
書
』
お
よ

び
、
在
地
で
新
発
見
の
『
疋
田
家
本
離
宮
八
幡
富

文
書
』
　
『
童
使
出
鋸
目
記
』
が
一
挙
に
活
字
化
さ

れ
、
学
界
に
稗
益
す
る
と
こ
ろ
は
計
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
る
。
ま
た
『
水
無
瀬
神
宮
文
書
』
も
、

戦
前
に
は
大
阪
府
か
ら
刊
本
が
出
、
近
く
は
そ
の

一
部
が
『
高
槻
市
史
史
料
編
1
』
に
よ
っ
て
翻
刻

さ
れ
た
も
の
の
、
戦
前
の
版
は
早
く
品
切
れ
に
な

り
、
そ
の
入
手
は
困
難
を
極
め
て
い
た
だ
け
に
、

今
般
全
文
書
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
我
々
研
究
者

に
と
っ
て
莫
大
な
恩
恵
で
あ
る
。
本
欄
で
は
、
主

と
し
て
こ
の
家
わ
け
文
書
を
中
心
に
簡
単
に
紹
介

致
し
た
い
。

　
家
別
文
書
の
う
ち
、
　
『
童
使
出
銭
日
記
』
は
、

静
岡
大
学
講
師
本
多
隆
成
氏
の
担
当
で
、
す
で
に

そ
の
内
容
と
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
は
本
多
氏
自

ら
、
日
本
史
研
究
＝
二
四
号
に
、
　
「
中
世
末
・
近

世
初
頭
の
大
山
崎
土
中
」
と
題
し
て
詳
述
さ
れ
て

お
り
、
本
日
記
を
利
用
さ
れ
る
音
燭
は
是
非
そ
の

論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。
残
る
『
水
無
瀬
神
宮
文

書
』
　
『
離
宮
八
幡
宮
文
書
』
の
総
数
五
四
三
点
に

お
よ
ぶ
古
文
書
の
校
訂
、
校
注
は
、
殆
ん
ど
同
町

史
編
纂
嘱
託
小
西
瑞
恵
氏
が
独
力
で
当
ら
れ
た
よ

う
に
聞
い
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
右
二
文
書
、

と
く
に
後
者
は
、
中
世
、
な
か
ん
づ
く
南
北
朝
・

室
町
・
戦
国
に
及
ぶ
幕
蔚
・
守
護
関
係
文
書
が
集

中
し
て
お
り
、
古
く
か
ら
大
山
崎
惣
荘
が
西
国
方

面
の
軍
事
的
拠
点
と
し
て
幕
府
か
ら
重
要
視
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
有
力
武
将
の
発
給
文
書

が
大
量
に
残
存
し
て
い
る
と
い
う
、
畿
内
の
現
存

古
文
書
中
で
も
特
異
な
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
史

料
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
こ
の
文
書
の
み
に

よ
っ
て
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
武
将
・
守
護
被

官
も
決
し
て
少
な
く
は
な
く
、
畿
内
に
於
け
る
政

治
史
研
究
の
恰
好
な
史
料
と
し
て
利
用
価
値
は
す

こ
ぶ
る
高
い
と
い
う
べ
く
、
五
百
点
を
超
え
る
文

書
の
校
注
が
一
主
婦
の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
自
体
、
一
つ
の
驚
異
で
あ
り
、
そ
れ
だ

け
で
畏
敬
の
念
を
禁
じ
得
な
い
。

　
担
当
者
の
小
西
氏
は
、
京
都
大
学
の
修
土
課
程

を
修
了
さ
れ
、
一
領
東
京
で
昭
和
薬
科
大
学
の
助

手
を
勤
め
ら
れ
た
の
ち
関
西
に
戻
ら
れ
、
多
忙
な

御
家
庭
の
雑
事
の
合
間
に
町
史
嘱
託
と
し
て
研
究

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
篤
学
で
あ
る
。
同
氏
に
は
古

く
播
磨
大
部
荘
の
平
民
闘
争
を
扱
っ
た
論
稿
二
篇

が
あ
る
が
、
最
近
は
大
山
崎
惣
町
共
同
体
に
関
す

る
研
究
を
進
め
ら
れ
、
今
年
度
の
日
本
史
研
究
会
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報
告
者
の
一
員
に
加
わ
ら
れ
た
こ
と
は
記
億
に
新

ら
し
い
。
文
字
通
り
大
山
崎
研
究
の
泰
斗
と
い
え

よ
う
。

　
さ
て
『
水
無
熱
神
宮
文
書
』
は
戦
前
か
ら
史
料

集
と
し
て
出
版
済
で
も
あ
り
、
内
容
の
紹
介
は
最

小
限
に
と
ど
め
た
い
。
影
写
本
も
東
大
・
京
大
共

に
架
蔵
さ
れ
て
お
り
、
大
部
分
は
学
界
既
知
の
史

料
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
後
鳥
羽
上
皇
が
甲
虫
の
直

前
に
水
無
理
信
成
父
子
に
宛
て
た
著
名
な
手
印
置

文
が
あ
り
、
こ
れ
と
『
正
倉
院
文
書
』
所
収
天
平

勝
宝
八
年
の
、
こ
れ
又
有
名
な
水
職
質
庄
絵
図
が
、

原
色
版
で
口
絵
写
真
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
本
文
書
に
は
、
摂
津
・
加
賀
・
幽
雲
等
の
室
町

期
に
於
け
る
守
護
関
係
文
書
が
多
数
残
存
し
て
お

り
、
ま
た
室
町
幕
府
開
創
期
の
二
元
的
政
治
を
め

ぐ
っ
て
話
題
を
呼
ん
だ
足
利
直
義
の
裁
許
下
知
状

正
文
が
二
通
、
禁
制
が
一
通
あ
る
の
が
注
目
さ
れ

る
。
文
書
名
、
校
澄
の
打
ち
方
は
概
む
ね
妥
当
と

考
え
ら
れ
る
が
、
な
お
若
干
の
疑
点
も
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　
五
三
・
五
四
号
の
差
出
人
松
田
左
衛
門
尉
・
安

威
左
衛
門
尉
を
守
護
使
と
比
定
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
両
名
は
守
護
の
管
国
吏
員
又
は
奉
行
人
で
は

な
く
、
幕
府
指
定
の
遵
行
使
と
で
も
い
う
べ
き
地

位
に
あ
る
人
物
で
、
当
時
こ
れ
を
「
両
使
」
と
呼

ん
だ
（
佐
藤
進
一
氏
著
『
室
町
幕
府
守
護
制
度
の

研
究
上
』
P
八
～
九
参
照
）
。
虚
威
某
に
つ
い
て

は
、
摂
津
の
国
人
に
同
姓
の
者
が
い
る
ほ
か
、
当

時
幕
府
奉
行
人
に
も
安
曇
詮
有
ほ
か
こ
の
姓
の
者

が
所
見
さ
れ
、
甚
だ
ま
ぎ
ら
わ
し
い
が
、
貞
治
五

年
九
月
と
い
え
ば
従
来
の
研
究
で
は
摂
津
守
護
不

設
置
の
時
期
に
相
当
し
（
佐
藤
氏
前
掲
書
P
三
九

～
四
〇
）
、
幕
府
は
当
地
の
遵
行
を
両
使
に
指
令

し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
両
人
に
よ
る
打
渡

状
は
、
　
『
天
竜
寺
宝
膝
撃
文
書
』
（
京
大
影
写
本
）

に
も
一
通
あ
る
（
前
掲
高
槻
市
史
）
。
ま
た
九
六

号
文
書
の
宛
先
、
摂
津
守
を
細
川
政
元
に
比
定
さ

れ
て
い
る
が
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
惚
者
の
飯
尾
家

兼
が
政
元
の
奉
行
人
で
あ
る
（
拙
稿
「
管
領
代
奉

薔
の
成
立
」
古
文
書
研
究
七
・
八
号
）
か
ら
に
は
、

被
官
が
直
系
の
上
司
で
あ
る
守
護
に
文
書
を
宛
て

る
な
ど
は
有
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
摂
津

守
は
恐
ら
く
当
時
幕
府
の
段
銭
奉
行
で
あ
る
評
定

衆
摂
津
等
親
で
あ
ろ
う
（
小
林
保
夫
氏
「
地
方
頭

人
考
」
本
誌
五
八
巻
五
号
ほ
か
）
。
摂
津
守
は
摂

津
家
の
極
官
で
あ
る
。
こ
の
種
の
奉
書
は
『
多
田

神
社
文
書
』
　
（
川
西
市
史
史
料
編
）
に
も
一
通
あ

る
の
で
参
考
ま
で
に
。
九
九
号
の
奉
者
政
親
は
、

清
で
は
な
く
神
宮
方
頭
人
摂
津
琉
で
あ
る
。

　
一
一
二
号
の
宛
先
、
薬
師
寺
与
一
は
恐
ら
く
元

一
で
は
な
く
國
長
で
あ
ろ
う
（
元
一
は
永
正
元
年

九
月
刑
死
、
拙
稿
「
摂
津
に
於
け
る
細
川
氏
の
守

護
領
国
」
兵
庫
史
学
六
八
号
収
載
予
定
）
。
一
一

六
号
の
前
壷
前
週
は
、
花
押
か
ら
推
し
て
細
川
高

圏
の
奉
行
人
中
沢
薄
野
で
あ
る
（
前
掲
拙
稿
「
管

領
代
奉
書
の
成
立
」
）
。

　
次
に
『
離
宮
八
幡
宮
文
書
』
に
移
ろ
う
。
こ
の

文
書
の
特
色
は
、
一
等
級
の
武
家
文
書
が
揃
っ
て

い
る
こ
と
、
し
か
も
殆
ん
ど
が
正
本
の
形
で
伝
存

し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
点
に
限
れ
ば
、
該

史
料
の
価
値
は
『
東
寺
百
合
文
書
』
に
も
匹
敵
す

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
そ

れ
だ
け
に
校
注
に
は
細
心
の
注
意
と
輻
広
い
知
識

が
要
求
さ
れ
、
担
当
の
小
西
氏
に
か
か
っ
た
負
担

は
甚
大
な
も
の
が
あ
っ
た
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
種
史
料
集
の
公
刊
は
、
学
界
の
繋
駕
が
あ
り

な
が
ら
、
所
謂
労
多
べ
し
て
功
少
な
く
、
と
か
く

研
究
者
と
し
て
敬
遠
し
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
困
難

な
事
業
を
殆
ど
独
力
で
遂
行
さ
れ
た
小
西
氏
の
労
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介紹

を
多
と
し
た
い
。
文
書
の
内
容
に
関
し
て
は
、
佐

々
木
銀
弥
民
・
脇
田
晴
子
氏
ら
商
業
史
家
に
よ
っ

て
広
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
繰
り
返

さ
な
い
。
た
だ
、
荏
胡
麻
油
の
専
売
・
自
由
通
行

の
保
証
を
、
室
町
幕
府
は
主
と
し
て
諸
国
の
守
護

を
介
し
て
指
令
し
た
の
で
、
こ
の
文
書
に
は
近

江
・
摂
津
・
播
磨
を
初
め
と
し
て
豊
富
な
守
護
関

係
文
書
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、

一
一
一
・
一
＝
一
各
号
文
書
と
、
　
『
南
禅
寺
文
譲

上
』
所
収
長
禄
二
年
の
幕
府
御
教
書
を
対
照
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
山
名
持
豊
が
一
円
に
守
護

権
を
有
し
て
い
た
と
見
ら
れ
て
い
た
播
磨
に
於
て
、

赤
穂
・
揖
西
の
少
く
と
も
両
三
が
山
名
三
豊
の
分

郡
で
あ
っ
た
こ
と
が
新
た
に
判
明
す
る
。
　
（
従
っ

て
一
一
一
・
一
＝
一
号
の
山
名
持
豊
は
是
蟄
が
正

し
い
）

　
他
に
紹
介
者
の
遇
目
し
た
若
干
の
点
を
摘
記
し

て
お
く
。
九
五
号
の
細
川
九
郎
は
、
政
元
で
な
く

勝
元
の
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
。
一
一
四
号
・
一
一
六

号
は
と
も
に
近
江
坂
田
郡
等
護
京
極
持
清
の
奉
行

人
奉
雷
で
、
前
者
の
左
側
奉
者
は
多
賀
昌
宗
、
後

者
は
下
河
原
某
お
よ
び
多
賀
高
忠
八
『
佐
々
木
文

書
』
『
醍
醐
寺
文
書
』
ほ
か
）
に
相
違
な
い
。
ま

た
一
四
八
号
は
摂
津
西
成
郡
守
護
細
川
政
賢
奉
行

人
、
一
四
九
・
一
五
〇
各
号
は
西
成
田
守
護
代
の

各
発
給
文
書
で
あ
る
（
『
尊
経
閣
古
文
書
纂
所
収

飯
尾
文
書
』
『
大
徳
毒
文
書
』
前
掲
拙
稿
兵
庫
史

学
参
照
）
。
二
〇
八
号
の
赤
沢
朝
経
は
永
正
四
年

に
死
去
し
て
い
る
の
で
、
本
号
は
一
五
五
号
の
前

に
な
ら
ぶ
べ
き
文
書
で
あ
ろ
う
。
以
上
は
、
本
文

書
の
利
用
に
際
し
て
少
し
で
も
便
宜
を
と
考
え
た

ま
で
の
蛇
足
に
す
ぎ
ず
、
本
書
の
史
料
価
値
に
は

な
ん
の
影
響
も
な
い
こ
と
を
お
断
わ
り
し
て
お
く
。

　
最
後
に
、
望
蜀
を
承
知
の
上
で
今
後
の
史
料
集

編
纂
へ
の
さ
さ
や
か
な
注
文
を
呈
す
る
こ
と
を
お

許
し
願
い
た
い
。
本
巻
の
よ
う
に
利
用
価
値
の
高

い
史
料
集
に
、
花
押
影
の
厚
真
が
付
せ
ら
れ
て
い

な
い
の
は
何
と
も
残
念
で
、
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な

い
。
例
え
ば
『
離
宮
八
幡
宮
文
書
』
の
一
四
二
号

の
花
押
は
、
こ
れ
と
宮
内
庁
所
蔵
『
壬
生
家
文

書
』
の
内
藤
元
貞
遵
行
状
・
弓
庭
若
狭
入
道
打
渡

状
の
花
押
を
対
照
し
て
初
め
て
丹
波
桑
田
郡
代
弓

庭
某
の
発
給
文
書
と
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ

て
一
四
二
号
の
花
押
形
状
が
不
明
で
あ
る
問
は
、

同
文
書
の
利
用
は
不
可
能
に
近
い
。
結
局
、
折
角

珠
玉
の
史
料
集
を
手
に
し
て
も
利
用
に
当
っ
て
は

影
写
本
を
再
点
検
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
状
況
で

は
、
校
訂
老
の
労
も
充
分
に
は
報
わ
れ
ぬ
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
特
に
本
文
書
の
如
き
、
偽
文
書
や

写
の
存
在
を
全
く
心
配
し
な
く
て
よ
い
史
料
で
あ

っ
て
は
雪
雲
で
あ
る
。
僅
少
の
経
費
と
労
を
惜
し

ん
で
悔
を
あ
と
に
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

各
地
方
史
編
纂
の
方
に
切
望
し
た
い
。

　
　
（
A
5
判
　
五
七
八
頁
　
図
版
六
頁
　
一
九
七
六
年

　
三
月
　
島
本
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　
（
今
谷
　
明
　
京
都
大
学
研
修
員
）

J
・
H
・
プ
ラ
ム
著
　
鈴
木
利
章
訳

『
過
去
の
終
焉
』

　
経
済
誌
に
は
よ
く
「
イ
ギ
リ
ス
病
」
と
い
う
言

葉
が
登
場
す
る
。
戦
後
最
大
の
不
況
に
直
面
し
て

各
国
と
も
経
済
情
勢
は
必
ず
し
も
良
く
は
な
い
が
、

中
で
も
、
英
国
で
は
危
機
は
経
済
の
み
な
ら
ず
、

政
治
、
社
会
の
諸
分
野
に
お
い
て
も
深
刻
な
も
の

で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
危
機
に
直
面
し
た
英
国
の

知
識
人
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、
そ
の
｝

人
歴
史
家
J
・
H
・
プ
ラ
ム
の
場
合
が
こ
こ
に
あ
る
。

　
簡
単
に
内
容
を
紹
介
し
よ
う
。

　
プ
ラ
ム
は
過
去
℃
融
け
と
歴
史
学
匡
。
。
8
蔓
と
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